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コベネフィット・
プラットフォームの構築

藤塚哲朗
fujitsuka@iges.or.jp

IGES-KRC

環境汚染（公害）問題を喫緊の課題

→̧コベネフィット・アプローチの推進
が有効

② 日本が技術とノウハウを有する公害
対策に関する協力

③ 幅広い主体の連携（フォーラム）
とコア組織（プラットフォーム）を通
じた支援

④ 人材育成、プロジェクト発掘、技術
移転を同時併行（持続性が重要）

はじめに
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関西の強みと潜在力

1. 多種多様な企業・産業・技術の集積
日本を代表する大手企業、オンリーワン技術を持った中堅・中

小企業が、特定の業種に偏らず、素材・部品から完成品まで
幅広く存在する。また、太陽光発電、蓄電池、新素材、優れ
た精度・能力を有した部品など、次世代・先端技術に強みを
持つ企業、大学、研究機関が多く存在する。

2. 生活者の視点で新商品・サービスを生み出す伝統

3. 東アジア各国との緊密な歴史的・経済的関係

4. 「知」と文化の集積
全国有数の大学や研究機関が存在するとともに、関西文化学術研究

都市、大阪彩都、神戸医療産業都市、播磨科学公園都市はじめ学
術および研究開発拠点の形成

5. 多彩な魅力を有した都市群と豊かな自然
社団法人関西経済連合会
関西ビジョン2020

IGES 関西センター(IGES- KRC)
ビジネスと環境プロジェクト

¸企業環境管理
¹企業の自主的取り組みによる、環境管理を強化する事

前対応的な政策手法とビジネス戦略の提示

¸環境調和型産業クラスター
¹都市農村境界域における中小企業の集積と企業間の

ネットワークの形成による環境パフォーマンス向上と
地域への経済的利益

¸家庭版ESCOスキーム
¹家庭におけるCO2排出削減促進

¸日中貿易におけるGHG排出量の分析
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IGES関西センター
今後の方向

¸蓄積されたネットワーク・研究成果活用

¸民間部門についての研究

¸ビジネスと環境に加え、民間部門との連携によ
る技術開発及び技術移転に関する研究

¸低炭素かつ環境上適切な管理技術・移転につい
てのデータベースの開発、政策改革の提言

JICA

IGES=KRC

（フォーカルポイント機能）

UNEP/IETC

β UNEP/IETC /
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各プラットフォームメンバーの役割

¸地方自治体
環境管理人材、法規制

¸産業界
環境管理人材、技術、設備

¸大学
研究者（研究、技術、経営）

¸UNEP/IETC
技術情報基盤

¸国立環境研究所
科学情報、評価

¸JICA/国際機関(ADB)等
実施支援

想定される今後のステップ

1. 基礎研究・人材育成
課題発掘・分析、コベネ分野の教育・人材育成

2. 案件発掘・形成
コベネプロジェクトの発掘、実施可能性調査、技

術の研究開発

3. 技術移転（モデル事業）
コベネ技術の移転、普及展開モデル事業、

新技術適用モデル事業

4. コベネ技術の本格展開


